
学科が重なり変化する 

 日本大学の最大の特色は、学部・学科が多様であることだと考えデザインしました。

表紙や裏表紙に描かれているオブジェクトは、生産工学部にある 10学科・系のカラー

を用いて作成しました。色味が美しく混ざりひとつの形を創ることで、多学科同士の交

流が生み出す可能性を表現しました。表紙のオブジェクトは、日本大学の頭文字であ

る「N」をイメージさせる形を、学生の向上心を表現するために右上がりの流線形をモ

チーフに作成しました。裏表紙のオブジェクトは、表紙のオブジェクトが動き変化する

様子を表し、学生の変化や成長を感じさせるものにしました。 

 表紙の背景色は日本大学のロゴにもある桜の色を、メインのカラフルなオブジェクト

が映えるように彩度を下げた色を用いました。大学生として初めての春に貰う冊子なの

で、これからの大学生活を新入生に華やかな気持ちで迎えてほしいという願いを、鮮

やかな色で表現しました。 

 大学生活のかぎり手放さない大切な冊子という意味を、日本大学のロゴを大きく載せ

ることによる重み、表紙全体を黒のソフトライトと白の細文字で引き締めることで表現し

ました。 

新入生の学生生活を支える冊としての役割を果たす表紙を目指しました。 




